
　　人間
にんげん

にとって「食
た

べる」ことはどんな意味
い み

があるでしょう。「食
た

べる」ことには、

「空腹
くうふく

を満
み

たす（生理的充足
せいりてきじゅうそく

）」「おいしく食
た

べる（精神的
せいしんてき

充足
じゅうそく

）」「みんなと楽
たの

し

く食
た

べる（社会的
しゃかいてき

充足
じゅうそく

）」という3つの機能
きのう

があるといわれています。

　食
た

べる行為
こうい

は動物
どうぶつ

も人間
にんげん

も変
か

わりませんが、よりおいしく

より楽
たの

しく食
た

べるか工夫
くふう

を凝
こ

らすのが人間
にんげん

です。人間
にんげん

はコミュ

　　いよいよ冬
ふゆ

の到来
とうらい

が近
ちか

づいてきました。朝晩
あさばん

が寒
さむ

くなってきたので、 ニケーションを通
とお

した「食
しょく

」で、体
からだ

と心
こころ

をつくっていきます。

　風邪
か ぜ

をひいたり、体調
たいちょう

を崩
くず

したりする人
ひと

が多
おお

いようです。「ただい

　ま！」の後
あと

や「いただきます」の前
まえ

には、石鹸
せっけん

を使
つか

って丁寧
ていねい

な手洗
てあら

い

　を心
こころ

がけましょう。さらに栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

で抵抗力
ていこうりょく

をつけ、 　「食
しょく

」は、家族
かぞく

や仲間
なかま

との団欒
だんらん

を深
ふか

め、人
ひと

と人
ひと

との絆
きずな

を強
つよ

く

　寒
さむ

さに負
ま

けない体
からだ

をつくって、冬
ふゆ

に備
そな

えましょう。 つなぐ大切
たいせつ

な役割
やくわり

を果
は

たします。

　親
おや

から子
こ

へ受
う

け継
つ

がれてきた行事食
ぎょうじしょく

や郷土料理
きょうどりょうり

といった

食文化
しょくぶんか

は、故郷
ふるさと

への愛や地域
ちいき

への誇
ほこ

りをつたえていきます。

　秋
あき

といえば「食欲
しょくよく

の秋
あき

」「読書
どくしょ

の秋
あき

」。

どちらも楽
たの

しみたいですね、

　例
たと

えば、11/24（火
か

）にでる「りんご」。

『レネット』ではりんごに願
ねが

いをかけ、

『りんごがたべたいねずみくん』では木
き

に

なるりんごを手
て

に入
い

れるため頭
あたま

をひねります。

　11/24（火
か

）から読書旬間
どくしょしゅんかん

です。

　紹介
しょうかい

した本
ほん

は、学校
がっこう

図書室
と し ょ し つ

にあります。

ぜひ行
い

ってみてくださいね。
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　　読書
ど く し ょ

と食
た

べ物
も の

の秋
あ き

かき

9（月）

ほうれんそう

26（木）～

こまつな

18（水）～

ねぎ
だいこん


